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顧
月
一
日
（
月
）

山
　
本
　
一
　
清

　
今
日
に
世
界
中
の
休
日
。
朝
起
き
て
「
国
省
竃
客
0
毒
く
①
錠
に
の
連
綿
O
し

か
し
ざ
う
も
人
々
の
氣
分
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
ほ
こ
嬉
し
そ
う
で
ば
な
い
ら

し
い
。

　
朝
食
後
、
暫
く
し
て
、
天
丈
壷
塒
内
の
宅
へ
挨
拶
に
行
く
O

　
元
旦
早
々
、
バ
ー
ナ
ー
ド
段
病
竃
ε
の
事
な
聞
い
た
。
之
れ
ば
斗
帆
こ
ビ
に
、

當
天
丈
皇
走
し
て
に
珍
ら
し
℃
暑
で
、
叉
、
悲
し
い
こ
ピ
だ
。
早
速
見
舞
に

行
く
、
き
け
ば
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
ば
糖
尿
病
が
持
病
で
あ
ろ
の
に
、
昨
年
宋
以
來

親
測
に
滴
り
摘
み
過
ぎ
六
結
果
だ
ε
い
ふ
Q
御
本
人
に
そ
れ
で
も
、
早
く
床
な

離
れ
六
が
つ
て
、
モ
ヂ
ー
し
て
ゐ
ら
れ
る
ら
し
い
が
、
厚
葉
の
言
に
よ
れ
ば

三
分
、
少
な
く
ε
も
数
週
間
に
床
を
離
れ
ら
れ
な
い
。
之
れ
が
六
め
、
四
十
吋

望
遠
鏡
に
よ
う
観
測
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
俄
か
に
攣
更
さ
れ
敦
Q
パ
ー
ル
バ
ー
ス

ト
氏
の
時
間
が
↓
週
三
度
に
櫓
し
糞
。
此
の
時
に
に
、
自
分
も
一
し
ょ
に
な
っ

て
麺
光
星
の
獅
…
測
々
す
る
筈
で
あ
る
Q

日
月
二
．
日
（
火
）

　
日
本
な
ら
ば
「
三
ケ
日
」
の
申
で
あ
る
の
に
、
此
の
國
で
に
、
も
ば
や
新
年

な
忘
れ
表
か
の
や
う
に
、
人
々
に
亭
氣
な
顔
付
き
で
、
仕
事
た
始
め
る
。

　
バ
ン
ビ
ー
氏
に
ス
ト
ル
フ
ェ
氏
ピ
共
に
、
い
よ
一
二
十
四
吋
反
射
鏡
で
、

微
光
小
遊
星
の
魏
測
な
す
時
計
書
た
れ
て
㌧
み
ろ
。
自
分
も
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氏

の
病
氣
申
、
ブ
ル
ー
ス
為
用
み
る
、
｝
ミ
㌔
し
、
時
間
な
定
め
て
、
や
は
り
小
遊

星
の
醐
測
及
び
獲
見
の
一
部
を
分
措
す
ろ
こ
ご
」
す
る
O
其
の
外
㍉
自
分
ε
し

て
伸
μ
、
　
』
母
扁
凋
一
、
　
火
、
　
木
、
　
土
の
一
一
一
口
同
闇
四
、
　
。
ハ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
氏
定
日
ハ
に
げ
四
十
吋

大
望
遠
鏡
で
極
微
光
愛
光
星
の
観
測
た
す
る
こ
ε
に
定
ま
る
。

一
月
偏
二
日
（
水
）

　
天
塚
ぱ
悪
ろ
い
。
自
分
匡
終
日
、
圃
書
室
で
押
書
。

一
月
㈱
日
（
木
）

　
圖
書
室
で
二
重
星
に
關
す
る
書
物
な
ご
讃
む
。

隔
月
五
圓
（
金
）

　
夕
方
、
パ
ー
〃
ハ
｝
ス
ト
氏
た
訪
問
、
ボ
ス
ト
ン
行
む
㌧
の
十
一
産
話
Q

　
夜
、
天
交
塵
か
ら
の
昂
途
、
り
1
氏
宅
に
立
寄
り
（
英
子
も
同
道
）
や
に
り
瀞

ス
ト
ン
の
土
産
話
ゆ

剛．

侍
Z
日
（
土
）

　
午
前
中
、
村
へ
買
物
に
行
つ
六
。
午
後
に
に
、
可
デ
ッ
氏
や
バ
ン
ト
夫
人
ε

共
に
、
自
分
等
二
人
は
パ
ー
ク
氏
の
自
働
車
に
乗
ぜ
て
貰
っ
て
、
ソ
ー
キ
・
ゼ

ネ
バ
に
行
き
、
買
物
な
ご
し
象
。
雪
空
で
寒
い
。

一．

試
ｵ
日
（
日
）

　
午
前
十
一
時
、
汗
掻
で
禮
拝
。

　
午
後
，
プ
ラ
ク
ス
可
1
損
な
訪
問
。
夜
ば
（
日
曜
だ
．
け
れ
ご
）
飴
リ
暇
な
の
で

天
丈
壷
闇
　
愛
脇
見
へ
行
っ
て
需
調
書
O

■
月
八
日
（
月
）

　
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
氏
の
室
で
自
称
座
ヒ
主
星
の
爲
翼
光
度
な
測
定
す
る
。
空

ば
色
け
さ
ま
に
曇
っ
て
、
観
測
に
叢
の
方
も
夜
の
方
も
、
少
．
し
も
出
來
な
い
。

一
月
九
具
火
）

昨
夜
、
涯
く
ま
で
勉
強
し
六
の
で
、
今
朝
ば
非
常
に
ね
む
六
が
つ
れ
Q
そ
れ

故
、
思
ひ
切
っ
て
、
午
前
十
一
時
半
ま
で
眠
り
つ
穿
け
る
。
そ
の
カ
め
、
午
後

の
氣
分
極
め
て
爽
快
！

　
今
夜
、
新
年
に
な
っ
て
始
め
て
の
晴
天
だ
。
夕
食
後
、
早
速
、
白
目
に
ブ
ル

ー
ス
爲
眞
機
室
に
入
っ
て
、
小
遊
星
の
撮
影
第
一
回
か
試
み
る
Q
寒
さ
に
寒
い

け
れ
ご
、
愉
快
に
働
ら
い
六
。

　
午
後
十
蒔
か
ら
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
或
ε
共
に
四
十
吋
大
望
遠
鏡
室
に
入
つ
六

が
、
星
像
が
悪
く
て
、
爲
翼
撮
影
に
炉
塞
な
い
。
そ
こ
で
、
愛
光
星
の
鶴
測
た

や
つ
糞
。

．
．
一
月
十
圓
（
水
）

　
今
日
も
、
す
い
ぶ
ん
、
朝
れ
冴
々
し
穴
。

空
曇
り
。
漕
書
。

劇
月
十
職
日
（
木
）

　
書
の
間
に
晴
れ
六
・
め
、
十
二
吋
で
太
陽
篇
翼
な
撮
つ
穴
り
し
五
が
、
夜
に

又
々
曇
サ
。
．

　
パ
ー
ル
ハ
ー
ス
ト
室
で
光
度
測
定
Q

（
二
七
）



Ittg

一
月
幸
薄
日
（
金
）

　
今
日
に
よ
く
晴
れ
糞
。
日
が
暮
れ
る
や
否
や
、
ブ
ル
ー
ス
室
に
馳
け
込
ん
で

撮
影
。
十
時
過
か
ら
曇
り
。

一
月
十
あ
轟
日
（
土
）

・
朝
早
く
・
金
星
の
掩
微
が
あ
る
Q
午
前
四
時
か
ら
起
き
雲
が
、
東
天
に
雲
が

浮
ん
で
み
る
の
で
、
机
に
も
滴
れ
、
う
ピ
く
し
て
る
る
内
、
五
時
過
に
な
っ

て
晴
れ
。
大
急
ぎ
ブ
ル
ー
ス
室
に
入
っ
て
、
月
の
蔭
か
ら
金
星
が
出
て
來
糞
寛

こ
ろ
を
向
け
て
、
四
枚
の
三
隅
な
撮
つ
六
〇
之
れ
匡
午
前
中
に
プ
ラ
ク
ス
可
1

氏
が
立
振
に
郭
大
し
て
焼
い
て
く
れ
れ
ゆ
｝
枚
京
都
へ
贈
る
。

　
フ
ぼ
ス
ト
氏
ば
電
話
で
、
．
ε
こ
か
の
新
聞
肚
へ
「
智
智
洋
盤
。
畑
き
山
霧
m
霞
が

金
星
掩
傲
の
爲
眞
た
撮
つ
カ
」
亡
知
ら
ぜ
て
る
る
。

一
月
漏
電
日
（
日
）
　
．
．

　
今
日
ほ
敷
會
行
き
か
止
め
て
、
宅
で
ご
ろ
一
し
て
ゐ
糞
。
午
後
匡
、
散
歩

の
つ
い
で
に
、
二
人
共
、
天
丈
璽
の
圖
書
室
へ
行
っ
て
讃
着
り

旧
月
十
五
日
（
貝
）

　
曇
り
．
で
単
方
が
な
い
。
終
日
、
天
文
歴
の
圓
書
室
で
燭
光
星
群
の
星
圖
た
作

ろ
。閏
月
中
六
日
（
火
）

　
今
日
に
よ
く
晴
れ
糞
Q
夕
食
後
、
ブ
ル
ー
ス
室
一
へ
行
っ
て
、
牡
牛
、
、
双
子
あ

六
り
の
黄
遣
か
撮
影
し
れ
、
六
枚
q
皆
小
遊
星
観
測
の
れ
め
で
あ
る
。
午
後
十

時
か
ら
ば
、
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
｝
氏
ミ
共
に
四
十
吋
の
ド
ー
ム
へ
入
つ
表
が
、
生

憎
、
今
夜
も
星
像
が
悪
し
く
て
、
爲
眞
撮
影
に
に
適
し
な
い
。
そ
こ
で
攣
光
星

な
二
三
糊
評
し
糞
。

園
月
や
七
日
（
水
）

　
今
日
は
朝
九
時
か
ら
始
め
て
、
午
後
五
聴
ま
で
、
績
け
さ
ま
に
、
．
バ
ン
ビ
ー

氏
定
「
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
丈
豪
第
六
號
」
ε
い
ふ
小
遊
星
の
圓
軌
遣
か
計
算
す
る

之
れ
ば
バ
ン
ビ
ー
氏
が
去
ろ
十
一
月
二
十
四
日
、
二
十
四
吋
反
射
鏡
に
よ
っ
て

獲
見
し
敦
薪
小
遊
星
で
あ
る
が
、
天
氣
悪
の
栄
め
、
＋
二
月
二
±
百
に
至
っ

て
、
見
失
び
、
其
の
後
、
観
測
不
能
ピ
な
つ
☆
も
の
で
あ
ろ
。

．
夕
方
、
0
1
1
氏
へ
招
か
れ
て
晩
餐
の
饗
慮
を
受
け
、
そ
れ
か
ら
、
話
し
索
リ

カ
ル
タ
た
し
穴
り
し
て
午
後
十
時
鋳
宅
。
空
は
曇
り
Q

幽
月
十
八
日
（
木
）

（
二
八
）

　
日
段
後
、
・
・
プ
〃
ー
ス
て
小
遊
星
観
樹
の
れ
め
に
数
枚
の
撮
影
た
し
、
そ
れ
か

ら
又
、
す
り
オ
ン
星
雲
ビ
、
ス
バ
ル
星
團
の
撮
影
を
し
カ
〇
十
時
、
ブ
ル
ー
ス

か
ら
本
舘
へ
躍
っ
て
見
れ
ば
・
今
篤
四
十
吋
の
ド
ー
ム
か
、
下
り
．
て
來
熱
り
1
氏

が
、
貞
分
の
室
の
前
か
ら
、
こ
ち
ら
矩
振
り
返
っ
て
、
「
ハ
ロ
ー
。
。
募
冨
灸

宮
野
く
p
目
配
日
9
」
こ
い
ふ
。
何
か
定
思
っ
て
行
っ
て
見
ろ
亡
、
机
の
上
に
、

美
味
し
そ
う
怨
菓
子
が
澤
山
盛
っ
て
お
ろ
。
、
由
來
な
き
け
ば
、
今
日
匡
ハ
ー
マ

ン
ソ
ン
夫
人
．
の
宅
の
お
よ
ば
れ
で
、
対
の
人
々
に
皆
御
馳
走
に
な
り
に
行
つ
六

が
、
我
々
親
中
者
こ
も
に
、
時
間
の
都
合
上
、
行
か
れ
な
か
つ
喰
の
た
、
同
夫

人
の
幾
韓
に
よ
り
、
離
れ
た
贈
っ
て
來
て
下
さ
つ
袋
の
だ
ぜ
い
ふ
。
「
浸
れ
や
有

難
い
」
夜
ほ
更
け
て
、
お
腹
に
す
い
て
居
る
こ
こ
ろ
だ
。
皆
大
喜
び
で
頂
戴
ず

左
。
そ
れ
か
ら
、
自
分
に
㍉
パ
ー
ル
ハ
ー
ス
ト
氏
譜
共
に
四
十
吋
の
ド
ー
ム
へ

登
っ
た
が
、
や
ば
り
星
像
ぽ
悪
い
。
爲
眞
ば
止
め
て
、
攣
光
星
の
襯
測
、
午
前

二
晧
終
る
。

臨
月
十
九
日
（
金
）

．
英
子
に
繍
久
光
見
管
り
光
度
曲
綿
嚇
な
書
く
Q
白
H
分
げ
n
終
日
プ
リ
ン
タ
顯
加
倣
鏡
で
小

遊
星
の
黙
遺
り
此
の
仕
事
に
翠
調
で
、
機
械
的
で
、
そ
れ
に
覆
留
目
が
大
善
く

從
っ
て
星
．
の
数
が
多
い
六
め
、
疲
勢
す
る
こ
ぜ
甚
だ
し
い
。

　
夜
、
く
も
り
。

一
月
二
十
日
一
土
）

　
終
日
、
．
英
子
ミ
共
に
、
愛
光
星
親
測
用
の
星
圖
か
書
く
。

夜
、
フ
ロ
ス
ト
夫
妻
に
誘
至
れ
て
、
b
一
り
i
氏
へ
画
き
、
活
動
爲
眞
な
見
ろ

書
に
摺
。
亀
2
乱
臼
β
ざ
．
い
ふ
題
の
小
説
見
糞
い
な
も
の
、
可
な
り
に
面
直
か

つ
お
Q
今
日
に
、
し
か
し
、
見
に
來
桑
人
ば
極
め
て
少
な
か
つ
象
。

　
午
後
十
暗
、
ヒ
ー
サ
ー
氏
宅
か
ら
天
丈
壷
へ
麟
．
り
、
直
ち
に
自
分
ば
パ
ー
ク

ハ
L
ス
ト
氏
亡
共
に
四
十
吋
の
ド
ー
ム
に
上
り
、
ル
ム
フ
ナ
ド
部
の
窮
填
為
二

枚
撮
影
し
れ
。
空
に
よ
く
晴
れ
、
霊
像
も
好
い
つ
．
滑
度
ほ
華
氏
十
度
。

蘭
月
二
十
脚
日
（
日
）

　
午
前
十
．
一
三
、
敏
會
に
禮
拝
。

　
午
後
、
ひ
る
れ
。

　
午
後
四
時
、
フ
ロ
ス
ト
氏
為
訪
ひ
、
陰
る
九
月
ヵ
リ
フ
ナ
ル
ニ
ァ
へ
日
食
魏

測
に
行
く
遠
征
豫
の
量
定
な
ご
に
つ
き
相
談
す
。

　
夜
観
測
．
不
能
。


